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は
じ
め
に

　

室
生
寺
金
堂
に
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
る
薬
師
（
伝
釈
迦
）
如
来
立
像
（
以
下
、

「
金
堂
本
尊
」
と
略
称
す
る
）
の
制
作
時
期
に
関
し
て
は
、
一
方
で
像
容
や
様
式

に
大
陸
的
な
古
様
、
他
方
で
平
安
時
代
の
新
た
な
和
様
と
い
う
、
相
反
す
る
点
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
よ
り
諸
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

金
堂
本
尊
に
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
漣
波
式
衣
文
の
成
立
に
関
し
、
久
野
健
氏
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
頻
出
す
る
翻
波
式
衣
文
の
形
式
化
、

退
化
と
評
す
る
か
、
む
し
ろ
そ
こ
に
初
発
性
を
強
く
認
め
、
積
極
的
な
評
価
を
与

え
よ
う
と
す
る
か
の
論
争
が
あ
っ
た（

１
）。
近
時
に
お
い
て
は
、
金
堂
本
尊
に
イ
ン
ド
・

グ
プ
タ
様
式
の
影
響
な
ど
の
大
陸
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
纏
う
大
衣
を
朱

色
で
彩
る
「
朱
衣
金
躰
」
と
い
っ
た
天
台
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、

そ
の
背
景
に
、
天
台
座
主
を
め
ぐ
る
円
澄
と
の
争
い
の
の
ち
室
生
に
入
山
（
八
四

三
年
）
し
た
円
修
が
、
そ
の
後
果
た
し
た
天
台
山
禅
林
寺
へ
の
留
学
・
帰
朝
（
八

五
〇
）
後
に
造
像
し
た
と
す
る
見
解
が
注
目
さ
れ
て
い
る（
２
）。

　
　
　
　
室
生
寺
金
堂
・
本
尊
薬
師
（
伝
釈
迦
）
如
来
立
像
の
制
作
背
景
に
つ
い
て

　�

　

 

太＊
　
　

田　
　
　
　
　

均　
　
　
　

　
　
　

要　
　

旨

　　

室
生
寺
金
堂
の
本
尊
に
は
、
か
ね
て
よ
り
天
台
系
の
尊
像
で
あ
る
可
能
性
と
、
体
躯

や
衣
文
表
現
な
ど
に
大
陸
様
式
の
摂
取
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
本
尊
は
、

円
修
が
天
台
山
へ
の
留
学
の
帰
国
後
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
有
力
で
、
そ
う
で

あ
れ
ば
円
修
が
室
生
寺
整
備
の
た
め
何
ら
か
の
目
的
を
持
ち
、
天
台
山
留
学
を
果
た
し

た
可
能
性
に
も
留
意
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
円
修
の
室
生
入
山
後
の
事
績
を

分
析
す
る
と
、
留
学
の
成
果
が
直
ち
に
本
尊
造
像
を
結
実
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む

し
ろ
わ
が
国
で
の
修
学
歴
か
ら
留
学
前
の
造
像
の
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
こ
で
奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
の
、
室
生
寺
像
と
同
趣
の
大
陸

的
要
素
を
継
承
す
る
尊
像
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
さ
ら
に
室
生
山
寺
の
「
前
身
寺
院
」

を
創
建
し
た
賢
璟
に
つ
い
て
、
天
台
思
想
の
受
容
や
大
陸
様
式
摂
取
の
機
会
を
見
出
し

な
が
ら
造
像
背
景
を
論
じ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
室
生
寺
・
金
堂
本
尊
、
賢
璟
、
円
修
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筆
者
は
、
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
、
賢
璟
が
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
頃
に
室
生
前

身
寺
院
を
創
建
し
た
も
の
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る（

３
）。
す
な
わ
ち
室
生
に
は
、
便
宜

的
に
承
平
七
年
（
九
三
七
）
の
『
宀
一
山
年
分
度
者
奏
状
』（
以
下
、『
宀
一
山
奏

状
』）
に
見
え
る
「
延
寿
法
」
の
成
就
後
に
創
建
さ
れ
た
「
室
生
山
寺
」
と
、
同

奏
状
か
ら
想
定
で
き
る
そ
の
「
前
身
寺
院
」、
さ
ら
に
金
堂
を
主
堂
と
し
て
創
建

さ
れ
た
「
室
生
寺
」
の
三
期
の
造
営
期
が
考
え
ら
れ
、
賢
璟
は
、
延
暦
十
二
年
（
七

九
三
）
に
入
滅
す
る
ま
で
の
約
二
十
年
に
わ
た
り
前
身
寺
院
と
室
生
山
寺
の
整
備

に
尽
く
し
、
あ
わ
せ
て
天
台
的
な
宗
教
環
境
（
以
下
、「
天
台
的
素
地
」）
を
室
生

に
導
入
し
た
可
能
性
が
あ
る（
４
）。
つ
ま
り
、
円
修
の
室
生
入
山
を
待
た
ず
に
、
造
像

に
資
す
る
だ
け
の
天
台
的
素
地
が
室
生
に
根
づ
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
金
堂
本
尊

が
彼
の
入
唐
前
に
制
作
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
想
定
し
て
よ
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　

一　

金
堂
本
尊
の
概
要
と
そ
の
造
像
背
景

　

金
堂
本
尊
（
写
真
１
～
４
）
は
、
国
宝
指
定
時
の
名
称
な
ら
び
に
寺
伝
に
お
い

て
は
、
釈
迦
如
来
立
像
と
さ
れ
る（
５
）。
し
か
し
、『
宀
一
山
図
』（
正
和
三
年
・
一
三

二
四
）
に
は
「
根
本
堂
薬
師
佛
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
礼
堂
（
寛
文
十

二
年
修
理
）
の
蟇
股
に
は
薬
壺
形
の
飾
り
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
も

そ
も
薬
師
堂
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
本
尊
は
薬
師
如
来
立
像
と
し
て
制
作
さ

れ
た
も
の
と
す
る
見
方
が
有
力
で
あ
る（
６
）。

　

金
堂
本
尊
は
、
右
手
施
無
畏
、
左
手
与
願
の
印
を
結
び
、
薬
壺
を
持
た
な
い
。

写�真３　薬師（伝釈
迦）如来立像（室
生寺）右側面 

写�真２　薬師（伝釈
迦）如来立像（室
生寺）背面

写�真１　薬師（伝釈
迦）如来立像（室
生寺）正面

写�真４　薬師（伝釈迦）如
来立像（室生寺）左側面 
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『
阿
娑
縛
抄
』「
薬
師
」
の
項
は
、「
秘
説
云
。
中
堂
薬
師
施
願
無
畏
也
。
忠
師
親

奉
見
之
、（
中
略
）
東
寺
金
堂
、
並
南
京
薬
師
寺
像
、
揚
右
手
垂
左
手
」
と
し
た

う
え
で
、「
或
云
和
州
室
生
薬
師
仏
像
同
之
云
々
。」
と
記
し
、
本
来
薬
壺
を
持
た

な
い
薬
師
如
来
像
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る（
７
）。
さ
ら
に
、「
朱
衣
金
躰
」
像
が
天
台

薬
師
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
定
説
化
し
て
い
る
が
、
近
時
、
津
田
徹
英
氏

は
、「
室
生
寺
の
宗
色
」
に
つ
き
、
天
台
色
を
強
め
る
だ
け
な
く
、
興
福
寺
別
院

と
し
て
機
能
し
（『
宀
一
山
奏
状
』）、
真
言
の
教
学
を
擁
す
る
（
真
泰
の
室
生
入
山
）

懐
の
深
さ
を
持
ち
得
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る（
８
）。
と
す
る
と
、
金
堂
本
尊
を
天
台

薬
師
と
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
制
作
背
景
を
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
『
天
台
座
主
記
』
に
は
、
最
澄
の
弟
子
円
澄
と
義
真
の
弟
子
円
修
の
間
で
天
台

座
主
を
め
ぐ
る
争
論
が
あ
り
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
三
月
十
六
日
、
大
衆
に
お

さ
れ
た
円
澄
が
座
主
に
任
じ
ら
れ
、
叡
山
を
追
わ
れ
た
円
修
の
室
生
山
寺
移
住
の

こ
と
を
記
す（

９
）。
毛
利
久
氏
に
よ
る
と
、
円
修
は
、
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
最
澄

の
大
乗
戒
壇
設
立
に
異
を
唱
え
て
最
澄
と
親
交
を
絶
っ
た
と
い
う
が（
（1
（

、
そ
れ
が
円

澄
と
の
争
い
の
重
要
な
要
因
に
な
っ
た
も
の
か
否
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
円
修

が
興
福
寺
系
の
寺
院
で
あ
っ
た
室
生
山
寺
を
あ
え
て
選
ん
だ
の
は
、
毛
利
氏
が
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
何
か
天
台
を
は
ぐ
く
む
素
地
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
天
台
的
素
地
は
誰
を
端
緒
と
し
て
醸
成
さ
れ
た
の
か
と
な
る
と
、
そ
れ
は

賢
璟
か
そ
の
弟
子
修
円
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
氏
は
、
賢

璟
の
室
生
寺
創
建
が
「
た
だ
寺
の
基
を
開
い
た
程
度
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
賢
璟

の
弟
子
修
円
は
最
澄
か
ら
灌
頂
を
授
か
る
な
ど
「
天
台
へ
の
接
近
が
と
く
に
目
立
っ

て
い
る
」
と
し
、
か
か
る
素
地
の
醸
成
に
は
修
円
の
関
り
を
重
視
さ
れ
る（
（1
（

。

　

し
か
し
、
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
正
月
朔
、
賢
璟
は
最
澄
が
檀
主
と
な
っ
て

催
さ
れ
た
叡
山
文
殊
堂
の
供
養
の
際
に
導
師
を
務
め（
（1
（

、
衆
僧
の
首
座
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
修
円
が
最
澄
か
ら
灌
頂
を
受
け
た
こ
と
も
留
意
さ
れ
る

が（
（1
（

、
天
台
へ
の
接
近
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の
賢
璟
の
事
績
も
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

賢
璟
は
、
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
に
室
生
山
寺
を
創
建
し
た
後（
（1
（

、
入
滅
す
る
延

暦
十
二
年
（
七
九
三
）
ま
で
、
約
二
十
年
間
の
永
き
に
渡
り
室
生
に
止
住
し
て
い

る
。
室
生
山
寺
の
主
要
な
堂
宇
は
賢
璟
の
時
代
に
整
備
さ
れ
た
と
も
見
ら
れ
、
天

台
的
素
地
も
ま
た
、
そ
の
間
に
醸
成
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

な
お
、
賢
璟
が
叡
山
文
殊
堂
の
供
養
会
に
お
い
て
導
師
を
務
め
た
際
、
円
修
の

師
で
あ
る
義
真
が
「
咒
願
」
を
勤
め
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
賢
璟
、
義
真
、

円
修
の
関
係
は
、
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
修
円
も
ま
た
賢
璟
に
師
事
し
て
室
生
山
寺
の
発
展
に
寄
与
し
、
賢
璟
入

滅
後
、
五
重
塔
を
完
成
（
八
〇
〇
年
頃
）
さ
せ
て
い
る
。
修
円
は
先
述
の
通
り
、

最
澄
か
ら
灌
頂
を
受
け
て
お
り
、
興
福
寺
出
身
で
あ
り
な
が
ら
も
、
天
台
的
性
格

を
具
え
、
円
修
が
室
生
に
入
山
す
る
承
和
元
年
（
八
三
四
）
か
ら
翌
年
六
月
の
修

円
入
滅
ま
で
、
一
年
三
か
月
ほ
ど
の
間
、
室
生
に
お
い
て
住
を
共
に
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
室
生
に
お
け
る
天
台
的
素
地
は
、
賢
璟
、
修
円
、
円
修
と
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
天
台
的
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
そ
の
中
心
仏
た
る
金
堂

薬
師
如
来
像
に
つ
い
て
、
か
ね
て
よ
り
円
修
の
入
唐
後
に
造
像
さ
れ
た
と
す
る
見
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方
が
あ
っ
た
が
、
以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
れ
が
円
修
の
入
唐
前
で
あ
っ

て
も
大
き
な
齟
齬
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
煩
瑣

と
な
る
が
円
修
の
事
績
を
取
り
あ
げ
る
。

　
　

①　

承
和
元
年
（
八
三
四
）

　
　
　
　

円
修
、
室
生
寺
へ
移
住
す
（『
天
台
座
主
記
』）

　
　

②　

承
和
十
年
（
八
四
三
）
頃

円
修
、
弟
子
の
堅
慧
と
と
も
に
、
唐
・
天
台
山
禅
林
寺
に
留
学
す
（『
元

享
釈
書
』
巻
三
〇
）

　
　

③　

�

唐
・
会
昌
四
年
（
八
四
四
）　

　
　
　
　

�

円
修
、
唐
で
『
大
唐
国
日
本
国
付
法
血
脈
図
記
』
を
授
け
ら
れ
る
（
園

城
寺
唐
院
蔵
『
大
唐
国
日
本
国
付
法
血
脈
図
記
』）

　
　

④　

承
和
十
一
年
（
八
四
四
）

円
修
、
帰
国
し
西
寺
別
院
で
あ
る
慈
恩
院
の
別
当
に
就
任
す
（『
続
日

本
後
紀
』）

　
　

⑤　

貞
観
九
年
（
八
六
七
）

　
　
　
　

室
生
寺
、「
竜
王
寺
」
と
号
さ
れ
る
（『
宀
一
山
奏
状
』）

　

か
り
に
金
堂
本
尊
を
円
修
の
唐
帰
国
後
の
造
像
と
す
る
と
、
そ
れ
は
円
修
の
室

生
入
山
か
ら
十
年
以
上
経
て
の
こ
と
に
な
る
が
、
入
唐
し
た
期
間
は
わ
ず
か
一
年

で
、
し
か
も
そ
の
間
に
『
大
唐
国
日
本
国
付
法
血
脈
図
記
』
を
授
け
ら
れ
て
い
る

事
実
は
、
入
唐
以
前
に
天
台
教
学
の
大
方
を
修
学
し
た
と
見
て
も
不
自
然
で
は
な

か
ろ
う
。

　

で
は
、
円
修
の
天
台
山
留
学
の
目
的
と
そ
の
成
果
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
は
推
測
の
域
に
留
ま
る
が
、
最
澄
が
入
唐
後
に
比
叡
山
に

構
築
し
た
初
期
天
台
教
学
を
、
そ
の
発
祥
地
で
あ
る
天
台
山
で
修
学
す
る
こ
と
、

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
天
台
山
系
の
天
台
宗
、
す
な
わ
ち
法
華
最
第
一
の
天
台

法
華
宗
の
修
学（
（1
（

、
第
二
に
は
、
最
澄
が
山
王
信
仰
の
モ
デ
ル
と
し
た
天
台
山
国
清

寺
山
内
の
「
地
主
山
王　

元
弼
真
君
」
の
実
態
認
識
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か（
（1
（

。

と
く
に
後
者
の
確
認
は
、
の
ち
の
貞
観
九
年
に
室
生
山
寺
が
「
竜
王
寺
」
と
号
し

て
（『
宀
一
山
奏
状
』）、
龍
穴
神
と
の
習
合
を
は
か
り
、
神
宮
寺
化
へ
進
展
さ
せ

る
べ
き
理
念
の
礎
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
金
堂
本
尊
に
関
し
て
は
、
そ
の
像
容
は
も
と
よ
り
、
光
背
・
台
座
の

彩
色
図
様
等
に
も
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
い
っ
た
大
陸
様
式
の
受
容
が
従
来
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
衣
文
線
の
峰
に
沿
っ
て
切
金
を
お
く
手

法
が
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
に
奝
然
が
宋
か
ら
請
来
し
た
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立

像
に
同
様
の
手
法
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
大
陸
的
性
格
に
つ
き
、
毛
利
氏
は
、
円
修
・
堅
慧
が
留
学
の
際
に
学

ん
だ
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
、
井
上
一
稔
氏
は
、
金
堂
本
尊
に
見
ら
れ
る
グ
プ
タ
様

式
の
影
響
に
着
目
し
、
円
修
の
天
台
山
へ
の
留
学
の
際
に
承
継
さ
れ
た
こ
と
に
賛

写�真５　伝薬師如来
立像（唐招提寺講
堂旧蔵）
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同
さ
れ
る（
（1
（

。
し
か
し
、
筆
者
は
前
述
の
通
り
、
造
像
を
円
修
留
学
以
前
の
こ
と
と

考
え
て
お
り
、
次
章
で
は
、
円
修
が
留
学
前
に
、
そ
う
し
た
大
陸
様
式
を
受
容
し

得
た
事
情
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

二　

金
堂
本
尊
の
造
形
様
式
と
そ
の
系
譜

　

金
堂
本
尊
の
造
形
は
、
両
肩
が
張
り
、
胸
を
盛
り
上
げ
、
両
腿
を
隆
起
さ
せ
、

下
腹
か
ら
細
か
い
衣
文
線
が
Ｙ
字
形
を
な
し
、
両
腿
に
沿
っ
て
平
行
状
に
刻
ま
れ

る
。
な
か
で
も
、
量
感
表
現
は
、
唐
招
提
寺
講
堂
旧
安
置
の
薬
師
如
来
立
像
（
以

下
、「
唐
招
提
寺
薬
師
像
」、
写
真
５
）
に
通
じ
、
胸
か
ら
腰
、
大
腿
部
に
か
け
て

の
抑
揚
表
現
に
お
い
て
も
類
似
す
る
。

　

し
か
し
、
唐
招
提
寺
薬
師
像
の
、
隆
起
の
強
い
衣
褶
は
、
金
堂
本
尊
の
浅
い
衣

文
表
現
と
は
異
質
で
あ
る
。
金
堂
本
尊
の
特
徴
的
な
衣
文
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
自
体
に
初
発
性
を
認
め
る
か
、
あ
る
い
は
唐
招
提
寺
薬
師
像
な
ど
に
見
ら
れ
る

翻
波
式
衣
文
の
形
式
化
と
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た（
（1
（

。
こ
の
問
題
を
克
服
す
る
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
わ
ず
か
な
関
係
作

例
の
み
な
ら
ず
、
大
陸
に
お
け
る
造
像
例
も
含
め
た
考
察
が
必
要
に
な
る
。
こ
こ

で
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
問
題
は
保
留
し
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
あ
え

て
立
体
造
形
と
し
て
の
肉
取
り
表
現
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
金
堂
本
尊
の
造
像
時

期
が
、
承
和
十
年
の
円
修
留
学
よ
り
前
に
遡
り
得
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

唐
招
提
寺
薬
師
像
は
新
し
い
造
形
理
念
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
代
用
白
檀

と
し
て
の
カ
ヤ
材
製
像
で
あ
る
が
、
東
野
治
之
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
出
現
は
鑑
真

に
伴
っ
て
渡
来
し
た
唐
の
工
人
（
雕
檀
師
）
の
指
導
に
よ
る
結
果
で
あ
ろ
う
と
い

う（
（2
（

。
後
述
す
る
と
お
り
、
鑑
真
の
影
響
を
受
け
た
賢
璟
が
唐
工
人
の
造
像
に
接
し
、

そ
れ
が
修
円
・
円
修
に
伝
わ
り
、
金
堂
本
尊
の
制
作
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

し
か
し
、
鑑
真
が
唐
招
提
寺
を
創
建
し
た
の
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
で
、

唐
招
提
寺
薬
師
像
の
制
作
か
ら
、
円
修
の
室
生
入
山
ま
で
に
は
七
〇
年
以
上
の
間

隔
が
あ
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
金
堂
本
尊
が
承
和
期
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
た
め
に

は
、
唐
招
提
寺
像
と
金
堂
本
尊
に
造
形
の
通
じ
る
こ
の
間
の
造
像
を
示
す
必
要
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
滋
賀
・
鶏
足
寺
の
薬
師
如
来
立
像
（
以
下
、「
鶏

足
寺
像
」）
に
着
目
し
て
お
き
た
い（
（2
（

（
写
真
６
）。

　

鶏
足
寺
像
に
つ
い
て
西
川
杏
太
郎
氏
は
、「
肩
は
広
く
胸
も
腰
も
部
厚
く
、
す

べ
て
に
量
感
豊
か
な
堂
々
と
し
て
姿
に
形
造
り
、
特
に
両
腿
か
ら
膝
に
か
け
て
は
、

前
面
の
両
足
間
に
衣
文
線
を
集
め
、
膝
下
で
外
側
に
流
れ
る
Ｙ
字
形
の
衣
文
を
作
っ

て
腿
の
肉
の
隆
起
を
強
調
し
、
力
強
さ
を
示
し
」、
こ
う
し
た
表
現
法
は
、
八
世

紀
の
唐
招
提
寺
薬
師
像
や
九
世
紀
の
元
興
寺
・
薬
師
如
来
立
像
な
ど
の
そ
れ
に
共

通
す
る
と
い
う（
（2
（

。

　

鶏
足
寺
像
に
お
け
る
、
堂
々
と
し
た
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
観
、
力
強
さ
を
示

写�真６　薬師如来立
像（鶏足寺）
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す
両
足
間
の
Ｙ
字
形
の
衣
文
な
ど
の
表
現
は
、
唐
招
提
寺
薬
師
像
だ
け
で
な
く
、

金
堂
本
尊
の
表
現
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
金
堂
本
尊
に
顕
著

な
薄
い
衣
と
そ
こ
に
表
さ
れ
る
平
行
線
状
の
衣
文
表
現
は
、
鶏
足
寺
像
に
も
そ
の

片
鱗
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

西
川
氏
は
、
唐
招
提
寺
薬
師
像
と
類
似
の
表
現
法
に
加
え
、
奈
良
後
期
か
ら
平

安
初
期
の
木
心
乾
漆
像
の
よ
う
な
柔
軟
な
肌
合
い
を
見
せ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
う

え
で
、
鶏
足
寺
像
の
制
作
時
期
を
「
八
世
紀
末
、
つ
ま
り
天
平
末
か
平
安
時
代
初

頭
」
と
さ
れ
た（

（2
（

。

　

唐
招
提
寺
薬
師
像
と
金
堂
本
尊
像
と
の
間
を
埋
め
る
作
例
と
し
て
の
鶏
足
寺
像

の
存
在
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
鶏
足
寺
像
に
近
い
量
感
表
現
を
も
つ
金
堂
本

尊
像
の
制
作
が
九
世
紀
前
半
に
遡
る
可
能
性
は
、
言
下
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と

で
も
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鶏
足
寺
は
か
つ
て
天
台
寺
院
で
あ
り
、
彼
像
が

天
台
系
造
像
の
一
作
例
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
興
味
を
持
た
れ
る
。

　
　
　

三　

賢
璟
の
修
学
と
金
堂
像
造
像
へ
の
道
筋

　

最
後
に
賢
璟
の
修
学
と
彼
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
鑑
真
の
仏
教
に
つ
い
て
一

瞥
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

　

賢
璟
は
、
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
二
月
三
日
、
河
内
国
庁
に
お
い
て
鑑
真

一
行
を
迎
え
礼
謁
し
、
同
年
四
月
に
は
旧
戒
を
捨
て
、
東
大
寺
の
戒
壇
に
お
い
て

鑑
真
よ
り
具
足
戒
（
三
師
七
証
の
十
師
に
よ
る
受
戒
）
を
受
け
る（
（2
（

。
加
え
て
、
天

平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）、
賢
璟
は
唐
招
提
寺
に
一
切
経
を
寄
進
し
て
お
り（
（2
（

、
佐

久
間
竜
氏
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
賢
璟
の
鑑
真
へ
の
深
い
帰
依
を
推
測
さ
れ
る（
（2
（

。

　
『
宋
高
僧
伝
』「
唐
揚
州
大
雲
寺
鑑
真
伝
」
に
よ
る
と
、
鑑
真
は
、
道
岸
か
ら
菩

薩
戒
を
受
け
、
恒
景
（
弘
景
）
を
戒
和
上
（
道
岸
は
教
授
）
と
し
て
登
壇
受
戒
し

て
比
丘
に
な
っ
て
い
る（
（2
（

。
道
岸
は
、
同
「
唐
光
州
道
岸
伝
」
に
よ
る
と
、
文
網
の

弟
子
で
あ
り
、
四
分
律
を
堅
く
修
し
、
禅
慧
（
定
慧
）
に
深
く
入
っ
た
と
あ
る（
（2
（

。

文
網
は
道
宜
の
弟
子
で
あ
る
と
と
も
に
、
四
分
律
宗
の
別
派
で
あ
る
法
礪
宗
を
受

け
継
い
で
お
り
、
道
岸
は
そ
れ
ら
を
相
伝
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
野
氏
に

よ
る
と
、
道
岸
が
鑑
真
に
授
け
た
菩
薩
戒
は
、
四
分
律
な
ど
の
小
乗
戒
の
考
え
を

取
り
込
み
、
大
乗
仏
教
の
た
め
の
戒
律
と
し
て
中
国
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
菩
薩
戒
そ
の
も
の
は
天
台
の
教
え
と
深
く
関
わ
る
と
い
う（
（3
（

。
一
方
、
同
「
唐

荊
州
玉
泉
寺
恒
景
伝
」
で
は
、
弘
景
は
初
め
道
宣
の
弟
子
文
網
か
ら
律
を
学
び
、

そ
の
後
玉
泉
寺
に
入
り
智
者
禅
師
（
智
顗
）
を
追
っ
て
止
観
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
る（

（3
（

。
し
か
も
、『
荊
州
南
泉
大
雲
寺
故
蘭
若
和
尚
碑
』（
蘭
若
和
尚
＝
惠
真
以
下
、

「
惠
真
碑
」）
は
、
弘
景
が
弟
子
惠
真
の
要
請
に
よ
り
南
玉
泉
寺
に
止
住
し
た
こ
と
、

ま
た
「
昔
、
智
者
大
師
（
智
顗
）、
法
を
衝
岳
の
祖
師
（
慧
思
）
に
受
け
、
蘭
若

和
尚
（
＝
惠
真
）
に
至
っ
て
六
葉
で
あ
る
」
と
記
す（
（3
（

　

関
口
眞
大
氏
に
よ
る
と
、『
諸
家
教
相
異
略
集
』
が
一
行
阿
闍
梨
に
つ
き
、
章

安
→
道
素
→
弘
景
→
一
行
と
い
う
相
伝
を
記
す
こ
と
な
ど
か
ら
、
惠
真
碑
に
、
惠

真
に
い
た
っ
て
六
葉
な
り
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
南
岳
（
慧
思
）
→
天
台
（
智
顗
）

→
章
安
（
灌
頂
）
→
道
素
→
弘
景
→
惠
真
の
師
々
相
承
を
指
し
、
そ
れ
が
「
天
台

山
系
」
に
対
す
る
「
玉
泉
寺
系
」
の
天
台
宗
相
承
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（
（3
（

。
こ
れ

ら
を
考
慮
す
る
と
賢
璟
は
鑑
真
を
通
じ
て
、
弘
景
の
玉
泉
天
台
の
思
想
を
継
承
し
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た
可
能
性
が
十
分
に
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
鑑
真
が
来
日
し
た
当
時
の
わ
が
国
の
僧
綱
の
構
成
は
、
僧
正
・
菩
提

僊
那
、
少
僧
都
・
良
弁
、
律
師
・
道
璿
と
隆
尊
な
ど
で
あ
る
が（
（3
（

、
こ
の
中
で
道
璿

も
ま
た
鑑
真
と
同
様
に
、
玉
泉
天
台
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
は
普
寂
を

師
と
す
る
北
禅
宗
の
門
下
の
僧
侶
で
あ
る
が（
（3
（

、
普
寂
（
＝
「
大
照
大
師
」）
は
律

を
弘
景
に
学
ん
で
お
り（
（3
（

、
智
顗
→
弘
景
→
普
寂
→
道
璿
と
い
う
相
承
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

天
平
八
年
（
七
三
六
）、
道
璿
は
僊
那
と
と
も
に
、
戒
師
と
し
て
我
が
国
に
招

聘
さ
れ（
（3
（

、
来
日
後
は
大
安
寺
に
止
住
し
て
い
る（
（3
（

。
戒
師
招
請
は
興
福
寺
を
中
心
に

計
画
さ
れ
、
そ
の
任
を
帯
び
て
入
唐
し
た
の
は
、
興
福
寺
栄
叡
と
普
照
で
あ
る

が（
（3
（

、
そ
の
計
画
の
立
案
者
は
、
天
平
元
年
に
一
人
僧
綱
入
り
し
、
天
平
九
年
（
七

三
七
）
ま
で
興
福
寺
に
在
籍
し
た
道
慈
で
あ
る
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る（

（4
（

。

　

賢
璟
が
、
道
慈
の
思
想
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
で
述
べ
た
と

こ
ろ
で（
（4
（

、
彼
は
道
慈
が
中
心
と
な
っ
て
創
建
さ
れ
た
大
安
寺
に
止
住
し
て
道
璿
や

僊
那
の
も
と
を
訪
れ
、
こ
こ
で
も
戒
律
や
禅
、
さ
ら
に
は
玉
泉
天
台
な
ど
に
つ
い

て
修
学
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
鑑
真
と
の
邂
逅
で
さ
ら
に
深
化
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

金
堂
本
尊
に
つ
い
て
、
従
来
そ
の
造
像
の
推
進
者
と
さ
れ
て
き
た
円
修
の
事
績

を
検
討
し
、
さ
ら
に
室
生
草
創
期
に
関
わ
っ
た
賢
璟
の
足
跡
を
改
め
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
奈
良
時
代
以
前
の
中
国
天
台
教
学
の
わ
が
国
へ
の
請
来
経

緯
を
考
察
し
た
。

　

前
身
寺
院
を
創
建
し
、
室
生
山
寺
の
整
備
に
寄
与
し
た
賢
璟
の
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
、
そ
の
思
想
修
学
の
過
程
で
得
た
天
台
思
想
は
、
や
が
て
室
生
に
天
台
的
素

地
を
形
成
す
る
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
基
盤
が
、
や
が
て
金

堂
本
尊
造
立
へ
の
理
念
形
成
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
天
台
的

素
地
は
、
さ
ら
に
修
円
、
円
修
へ
と
継
承
さ
れ
て
金
堂
像
造
立
へ
と
繋
が
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

周
知
の
と
お
り
金
堂
に
は
本
尊
の
ほ
か
に
、
十
一
面
観
音
立
像
な
ど
の
諸
像
や

「
伝
帝
釈
天
曼
茶
羅
図
」
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
お
り（
（4
（

、
現
・
三
本
松
安
産
寺
の
地

蔵
菩
薩
立
像
は
、
か
つ
て
室
生
寺
の
金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
像
に

つ
き
、
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
本
稿
自
体
の
課
題
も
少
な
く
な
い
。
金
堂
本
尊
が
円
修
留
学
前
に
造

立
さ
れ
た
可
能
性
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
と

な
っ
た
室
生
山
寺
や
さ
ら
に
そ
の
前
身
寺
院
の
諸
像
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
肝
要

で
あ
ろ
う
し
、
な
に
よ
り
も
「
前
身
寺
院
」
に
お
け
る
造
像
が
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
あ
る
い
は
現
金
堂
本
尊
の
前
身

と
な
る
べ
き
尊
像
の
存
在
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
に
残
し
た
課
題
は
大

き
い
が
、
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
後
考
に
お
い
て
些
少
な
り
と
も
解
決
に
資
し
た
い
。

注（
１
）	

久
野
健
「
板
光
背
像
に
つ
い
て
」（『
平
安
初
期
彫
刻
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
四
年
）、
三
一
六
、
三
一
九
頁
。
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（
２
）	

毛
利
久
「
室
生
寺
伝
釈
迦
像
の
性
格
」（『
日
本
仏
教
彫
刻
史
の
研
究
』
所
収
、
法

藏
館
、
一
九
七
〇
年
）、
一
三
〇
頁
。
井
上
一
稔
「
室
生
寺
金
堂
本
尊
像
の
由
来
」（
古

寺
巡
礼 

奈
良
６
『
室
生
寺
』、
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
二
一
頁
以
下
。
同
氏
「
室

生
寺
の
歴
史
と
宝
物
」（『
奈
良
・
国
宝　

室
生
寺
の
仏
た
ち
』
特
別
展
図
録
、
仙

台
市
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）、
一
三
五
頁
。

（
３
）	

拙
稿
「
初
期
室
生
寺
に
関
す
る
一
考
察
―
『
宀
一
山
年
分
度
者
奏
状
』
の
解
釈
を

中
心
に
―
」（『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
六
一
頁
。

（
４
）	

賢
璟
の
入
滅
に
つ
い
て
は
、『
僧
綱
補
任
』
延
暦
十
二
年
癸
酉
条
（『
続
群
書
類
従
』

第
二
十
七
輯
上
）、
四
九
三
頁
。

（
５
）	

金
堂
本
尊
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
水
野
敬
三
郎
氏
に
よ
る
、
実
際
に
基
づ
い
た
本

像
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
が
あ
る
（
同
氏
「
薬
師
如
来
立
像 

伝
釈
迦
如
来
立
像
」『
大

和
古
寺
大
観
』
第
六
巻
「
室
生
寺
」、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）。
以
下
、
本
論

に
必
要
な
範
囲
で
そ
の
要
点
を
記
す
。

	

　

像
高
は
、
二
三
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
衣
は
極
め
て
薄
く
あ
ら
わ
さ
れ
、

こ
の
薄
い
衣
を
通
し
て
肉
身
の
起
伏
が
表
現
さ
れ
る
。
衣
の
正
面
の
襞
は
肉
身
の

ふ
く
ら
み
を
強
調
す
る
よ
う
に
細
か
く
平
行
な
弧
線
と
し
て
お
り
、
所
々
に
衣
の

折
返
し
を
、
時
に
は
旋
転
文
と
し
て
配
す
る
。
法
衣
の
彫
法
は
、
そ
の
上
部
を
や

や
深
く
垂
直
に
彫
り
込
ん
だ
丸
み
の
あ
る
稜
線
、
次
に
小
さ
く
し
か
し
鋭
く
角
の
立
っ

た
稜
線
を
二
回
繰
り
返
し
、
こ
の
三
本
の
稜
線
を
ひ
と
組
と
し
、
こ
れ
を
繰
り
返

す
も
の
で
、
漣
波
（
複
翻
波
）
式
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
衣
文
自
体

の
彫
り
は
極
め
て
浅
い
が
、
稜
線
に
関
し
て
は
彫
り
が
鋭
く
、
そ
の
峰
に
截
金
が

お
か
れ
る
。

	

　

肉
身
部
で
は
面
部
及
胸
腹
部
は
布
貼
り
黒
漆
地
と
し
て
、
も
と
は
こ
れ
ら
の
全

面
に
黄
土
彩
が
施
さ
れ
て
い
た
。
法
衣
は
白
土
地
ベ
ン
ガ
ラ
彩
で
正
面
で
は
や
や

茶
色
が
か
っ
た
赤
色
を
呈
す
る
。
稜
線
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
や
や
太
い
峰
に
挟
ま
れ

た
日
本
の
鋭
く
尖
っ
た
に
沿
っ
て
切
金
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
、
い
わ
ゆ

る
「
朱
衣
金
躰
」
の
像
と
考
え
ら
れ
る
。

	

　

光
背
は
、
周
縁
部
の
先
端
を
唐
草
文
で
埋
め
、
そ
の
間
に
化
仏
坐
像
七
躯
を
配

す
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
像
本
体
と
同
一
印
相
の
も
の
で
、
七
仏
薬
師
を
表
し
た
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

　

な
お
、
像
高
以
外
の
法
量
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

頂
―
顎
四
三
・
一　

面
長
二
五
・
〇　

面
幅
二
三
・
六　

面
奥
三
四
・
八　

耳
張

三
二
・
三　

臂
張
七
九
・
一　

裾
張
七
一
・
〇　

足
先
開
三
六
・
七
（
外
側
）　

光

背
高
三
三
五
・
〇　

光
背
幅
一
五
七
・
四　

光
脚
高
三
一
・
五　

光
脚
幅
一
三
〇
・

七

（
６
）	

注
（
２
）
毛
利
論
文
、
一
二
一
―
一
二
二
頁
。
注
（
５
）、
三
〇
頁
な
ど
。

（
７
）	『
阿
娑
縛
抄
』
第
四
十
六
「
薬
師
」（『
大
正
蔵
』
図
像
編
第
八
巻
）、
一
〇
四
九
ａ
。

（
８
）	

津
田
徹
英
『
平
安
密
教
彫
刻
論
』（「
第
三
章　

室
生
寺
金
堂
本
尊
私
見
」、
中
央
公

論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
一
一
五
頁
―
一
二
七
頁
。
氏
は
、
金
堂
本
尊
を
薬

師
如
来
像
と
見
る
こ
と
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
一
方
で
、

金
堂
本
尊
は
、「
伝
承
通
り
釈
迦
如
来
像
で
あ
り
、
そ
れ
が
祈
雨
儀
礼
の
『
仁
王
経
』

読
経
・
転
読
の
本
尊
と
し
て
造
顕
さ
れ
た
」
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
佐
々

木
守
俊
氏
と
長
岡
龍
作
氏
は
、「
仁
王
会
本
尊
像
」（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
を
取

り
上
げ
ら
れ
、
中
央
に
薬
師
如
来
、
左
に
僧
形
、
右
に
十
一
面
観
音
の
三
尊
構
成

を
考
え
ら
れ
る
（
佐
々
木
守
俊
「
室
生
寺
金
堂 

十
一
面
観
音
立
像
」『
週
刊
朝
日
百

科
国
宝
の
美
14 

彫
刻
６
』・
一
八
―
二
〇
頁
、
二
〇
〇
九
年
。
長
岡
龍
作
「
室
生
寺

で
の
祈
り
と
金
堂
の
仏
像
」『
奈
良
・
国
宝
室
生
寺
の
仏
た
ち
』・
一
四
六
―
一
四

八
頁
、
仙
台
市
博
物
館
特
別
展
図
録
、
二
〇
一
四
年
）。
こ
れ
ら
の
点
は
、
後
の
論

稿
で
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
９
）	『
天
台
座
主
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
（『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
下
）、
五
七
〇
頁
。

	
同
（
天
長
）
十
年
巳
癸
七
月
四
日
義
真
入
滅

以
院
内
雑
事
譲
授
弟
子
円
修
私
号
座
主
然
而
大
衆
不
許
上
奏
於
公
家
仍
勅
使
右
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大
弁
和
気
朝
臣
真
綱
登
山
止
其
職
因
之
円
修
移
住
大
和
国
室
生
寺
云
云
。
な
お
、

（
天
長
）
は
筆
者
。

（
10
）	
注
（
６
）
毛
利
論
文
、
一
二
五
頁
。

（
11
）
注
（
６
）
毛
利
論
文
、
一
二
四
頁
。

（
12
）	『
九
院
仏
閣
抄
』（『
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯 

巻
第
四
四
〇
）、
五
七
六
頁
、
な
ど
。

（
13
）	『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
月
二
十
日
条
（『
国
史
大
系
』
第
三
巻
）、

一
六
頁
。

（
14
）	

注
（
３
）。

（
15
）	

中
尾
俊
博
氏
に
よ
る
と
、「
最
澄
は
最
初
法
華
最
第
一
の
天
台
法
華
宗
の
確
立
を
め

ざ
し
て
入
唐
求
法
し
た
」
が
、
他
方
に
お
い
て
、
留
学
先
の
天
台
山
で
「
密
教
・
禅
・

戒
律
を
包
容
し
た
玉
泉
天
台
系
の
天
台
学
を
道
邃
を
通
し
て
知
っ
た
」
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
（「
室
生
天
台
の
萌
芽
」
そ
の
二
『
密
教
学
』
第
二
十
五
号
、
種
智
院

大
学
密
教
学
会
、
一
九
八
九
年
）、
一
九
頁
。

（
16
）	

嵯
峨
井
建
「
日
吉
信
仰
」（
特
別
展
『
神
仏
い
ま
す
近
江
』
所
収
、
大
津
市
立
歴
史

博
物
館
な
ど
、
二
〇
一
一
年
）、
二
五
頁
。

（
17
）	

注
（
１
）、
三
一
九
―
三
二
〇
頁
。

（
18
）
注
（
２
）。

（
19
）	

注
（
１
）。

（
20
）	

東
野
治
之
『
鑑
真
』（
岩
波
新
書
〔
新
赤
版
〕、
二
〇
〇
九
年
）、
一
五
七
頁
以
下
。

な
お
、
雕
檀
師
と
は
白
檀
な
ど
の
彫
刻
を
行
う
工
人
の
こ
と
で
あ
る
。

（
21
）	

前
稿
に
お
い
て
、
賢
璟
は
宝
亀
前
半
に
室
生
前
身
寺
院
を
創
建
し
た
こ
と
を
考
察

し
た
（
注
３
）。
と
す
る
な
ら
ば
、
賢
璟
は
唐
招
提
寺
薬
師
像
を
参
考
に
し
、
前
身

寺
院
の
尊
像
の
制
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
22
）	『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
に
よ
る
と
、
鶏
足
寺
の
あ
る
己
高
山
の
周
辺
に
は
「
己
高
山

五
箇
寺
」
と
よ
ば
れ
る
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
像
は
そ
の
う
ち
の
法
華

寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。

（
23
）	

西
川
杏
太
郎
『
近
江
の
仏
像
』（『
日
本
の
美
術
』
第
二
二
四
号
、
至
文
堂
、
一
九

八
五
年
）、
二
二
―
二
三
頁
、
第
１
図
、
第
35
図
。
な
お
本
像
は
、
像
高
一
八
一
・

六
㎝
の
等
身
像
で
あ
る
。

（
24
）
注
（
23
）、
23
頁
。

（
25
）	『
唐
大
和
上
東
征
伝
』（
蔵
中
進
『
宝
暦
十
二
年
版
本 

唐
大
和
上
東
征
伝
』「
和
泉
書

院
影
印
叢
刊
⑫
」、
一
九
七
九
年
）、
一
〇
三
頁
。

（
26
）	『
扶
桑
略
記
抄
二
』
天
平
宝
字
三
年
八
月
三
日
条
（『
国
史
大
系
』
第
十
二
巻
）、
一

〇
四
頁
、
な
ど
。

（
27
）	

佐
久
間
竜
『
日
本
古
代
僧
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）、
一
六
九
頁
。

（
28
）	『
大
正
蔵
』
第
五
十
巻
、
七
九
七
ｂ
。

（
29
）	『
大
正
蔵
』
第
五
十
巻
、
七
九
三
ａ
ｃ
。

（
30
）	

注
（
20
）、
二
五
頁
。

（
31
）	『
大
正
蔵
』
第
五
十
巻
、
七
三
二
ｂ
。

（
32
）	『
欽
定
全
唐
文
』（
一
三
）
巻
三
百
十
九
、
匯
文
書
局
、
四
〇
九
四
頁
下
。

（
33
）	

関
口
眞
大
「
玉
泉
天
台
と
日
本
天
台
」（『
天
台
止
観
の
研
究
』
第
三
章
二
所
収
）、

一
八
六
～
一
八
七
、
一
九
四
頁
以
下
。
鑑
真
へ
の
相
伝
と
そ
の
人
脈
に
つ
き
東
野

氏
の
図
表
を
参
考
に
し
た
。
注
（
20
）、
二
二
頁
。

（
34
）	『
続
紀
』
天
平
宝
勝
宝
三
年
四
月
二
十
二
日
（『
国
史
大
系
』
第
二
巻
）、
二
一
二
頁
。

（
35
）	『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』「
道
璿
和
上
伝
纂
」（『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
）、
一
四
頁
。

『
律
宗
綱
要
』
巻
下
に
も
、「
道
璿
大
徳
戒
律
華
厳
。
台
教
北
禅
。」
と
あ
る
（『
大

正
蔵
』
第
七
十
四
巻
）、
一
七
ｃ
。

（
36
）	『
大
照
禅
師
塔
銘
』
は
「
依
東
都
端
和
上
受
具
転
奉
南
泉
景
和
上
習
律
」
と
記
す
（『
欽

定
全
唐
文
』〔
一
一
〕
巻
二
六
二
、
匯
文
書
局
）、
三
三
六
〇
頁
。

（
37
）	『
続
紀
』
天
平
八
年
八
月
二
十
三
日
条
・
十
月
二
日
条
（『
国
史
大
系
』
第
二
巻
）、

一
四
一
頁
。

（
38
）	

道
璿
に
つ
き
、
注
（
35
）、
一
三
頁
。
僊
那
に
つ
き
、
弟
子
修
栄
撰
『
南
天
竺
婆
羅
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門
僧
正
碑
幷
序
』（
神
護
景
雲
四
年
〔
七
七
〇
〕
四
月
二
十
一
日
）
に
、「
勅
住
大

安
寺
。」
と
あ
る
。

（
39
）	
注
（
25
）、
八
三
頁
。
な
お
、
そ
の
と
き
の
遣
唐
使
に
つ
き
、『
続
紀
』
天
平
四
年

八
月
十
七
日
、同
五
年
三
月
二
十
一
日
、四
月
三
日
条
な
ど（『
国
史
大
系
』第
二
巻
）、

一
二
九
、
一
三
一
頁
。

（
40
）	

佐
久
間
竜
「
戒
師
招
請
に
つ
い
て
」（
平
岡
定
海
・
中
井
真
孝
編
『
行
基 

鑑
真
』
日

本
名
僧
論
集
第
一
巻
・
二
六
四
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）。
注
（
20
）、

四
八
～
五
〇
頁
。

（
41
）
注
（
３
）、
一
六
三
―
一
六
二
頁
。

（
42
）	

現
在
、
十
一
面
観
音
立
像
と
地
蔵
菩
薩
立
像
、
そ
し
て
十
二
神
将
像
の
う
ち
六
躯
は
、

寶
物
殿
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

〔
後
記
〕

　

こ
の
拙
稿
を
書
き
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
奈
良
大
学
原
口
志
津
子
教
授

を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
か
ら
の
ご
指
導
の
賜
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
特
に
執
筆

に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
関
根
俊
一
教
授
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
図
版
出
典
】

写
真
１
～
４　

�『
大
和
古
寺
大
観
』
第
六
巻
「
室
生
寺
」
所
収
・
五
四
～
五
六
、
八
六
頁
）。

写
真
５　
　
　
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
十
三
巻
「
唐
招
提
寺
」
四
〇
頁
。

写
真
６　
　
　
『
日
本
の
美
術
』
第
二
二
四
号
「
近
江
の
仏
像
」
一
頁
。
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Summary

About the Production background of Syakanyorai(Yakusinyorai) statue at “Murō-ji Kondo”

Hitoshi Oota

　The principal image of “Murō-ji Kondo” was pointed out possibility of the image inherited 
“Tendai” system, and intake of Asian continental style. Currently influential, the principal 
image was produced after returning from studying abroad in “Tendai-san Mountain”.
　But, Analyzing the achievements of “Enshu” after entering the “Murōsan-ji”, It cannot 
always be proved that the principal image was produced after returning to Japan. Rather, we 
should actively consider the possibility that it was produced before studying abroad.
　So first, I consider the buddha statues from the late Nara period to the early Heian period 
that inherit the same continental elements as the principal image of Murō-ji. Continued, About 
“Kenkyō” who was founded the “The Predecessor Temple” of Murōsan-ji, I would like to 
discuss buddha background of principal image of Murō-ji by finding opportunities to accept 
Tendai-Thought and ingest Asian continental style of “Kenkyō”.

Key words：“Yakusinyorai” statue of Star Figure of Murō-ji Temple,  Kenkyō,  Ensyu


